
   

 

   
 

  プレスリリース 

パリ、2022 年 9 月 8 日 

#RWC2023 #RoadtoRWC2023 #1YTG 

SHARING FRENCH FLAIR 
～試合と試合の間に広がる贅沢な旅時間～ 

 

キャンペーン始動 

 

今日 9月 8日はラグビーワールドカップフランス大会開幕のちょうど 1年前に当たります。 

フランス観光開発機構ならびに試合開催地の各地方と都市の観光局は、この機会にその観光

的魅力を国際的にアピールするキャンペーン「Sharing French Flair」を開始します。 

 

フランスで 2023 年 9 月 8 日から 10 月 28 日まで開催されるラグビーワールドカップの開幕のちょう

ど 1 年前にあたる今日、フランス観光開発機構、試合開催地である、オー・ド・フランス、オーヴェ

ルニュ＝ローヌ・アルプ、プロヴァンス・アルプ・コートダジュール、オクシタニー、ヌーヴェル・

アキテーヌの各地方観光局、ならびにリール、リヨン、サン・テティエンヌ、マルセイユ、ニース、

トゥールーズ、ボルドー各市の観光局は、世界各地からの旅行客に向けてその観光的見どころをＰＲ

するキャンペーンを始動いたします。 

ラグビーワールドカップフランス大会には 60 万人に上る来仏客が予想され、世界 209 カ国で大会の

模様が放送されます。この一大スポーツイベントはフランス式アール・ド・ヴィーヴル（生活を楽し

む術）を世界に示すショーウィンドーとなるでしょう。すなわち一丸となって世界に開かれたフラン

スを象徴し、多くの分野で変化と刷新を遂げるその力強さを見せる場となるのです。本大会を通じて

フランスが実践する持続可能性のための行動、人員養成と雇用の下支え、環境の尊重と保全、どのよ

うな人も受け入れる姿勢などが世界に示されることでしょう。 

キャンペーン動画はこちら  

https://youtu.be/Iu1nd92o5XI


   

 

   
 

> Sharing French Flair ! 

全世界のラグビーファンへ。RWC2023開催地の土地柄に触れてみよう！ 

 

この共同キャンペーンにより、ワールドカップの会場となる各地をよりよく知るとともに、フランス

各地の創造性や斬新さ（すなわち French Flair !）を共有することができるでしょう。 

大会開催のちょうど1年前に当たる今日9月8日に開始されるキャンペーンは以下の8カ国で展開しま

す。イギリス、アイルランド、オーストラリア、ニュージーランド、南アフリカ、日本、アメリカ、

イタリア。 

フランス観光開発機構がラグビーワールドカップ試合開催地の各デスティネーションとの連携で企画、

展開するこのキャンペーンには２つの段階があります。 

本日 9 月 8 日から始まるキャンペーン第 1 弾は次のとおり。 

 知名度アップのキャンペーンとしてワールドカップ開催地の全都市を紹介し、フランスとい

う旅行目的地のポジティブなイメージ、フレンドリーにあらゆる人を受け入れるフランスと

いう国のイメージを伝えていきます。世界的に活躍し名を知られた元ラグビー選手、フレデリ

ック・ミシャラクがそのアンバサダーを務めます。 

キャンペーンはデジタルメディアを主な対象とし、広告出稿や SNS 上でのインフルエンサー

マーケティングを中心に行います。各国のメディアに詳細なプレス資料を配布し（10 月配布

予定）、有用なアドレスや協賛各位の観光情報を紹介し、その読者の旅心を誘うとともに旅

行準備の助けとなるようにします。 
 

 オー・ド・フランス、プロヴァンス・アルプ・コートダジュール、オクシタニーの各地方観光

局、また、リール、マルセイユ、ニース、トゥールーズ各市の観光局と協力し、現地の観光

的見どころやアクティビティを紹介するため、世界各国のインフルエンサーをフランスに招

待します（日本のインフルエンサーはトゥールーズに招待されます）。 

キャンペーンの第 2弾は 11 月に展開、その後はラグビーワールドカップの大会終了まで継続。 

 

フランス観光開発機構は当キャンペーンに沿って、世界各国の支局を通じたイベントを開催し、旅行

業界、メディア、一般コンシューマーに働きかけていきます。 

 

例えば 9 月 8 日には南アフリカのフランス大使館でイベントが予定され、9 月 9 日にはフランス観光

開発機構東京支局がフランス大使公邸でレセプションを開催し、ラグビー日本代表チーム「ブレイ

ブ・ブロッサムズ」が出席予定です。当レセプションはオクシタニー地域圏、トゥールーズ都市圏集

客局、プロヴァンス・アルプ・コートダジュール地方観光局、ならびに日本ラグビーフットボール協

会による協力のもと開催されます。 



   

 

   
 

ロンドンとダブリンでは「フランス 2023」（ラグビーワールドカップフランス大会組織委員会）と

の連携により、旅行業界にターゲットを絞ったイベントが 11 月に予定されています。両都市のイベ

ントでは、かの有名なワールドカップ優勝杯が披露されます。こうしたキャンペーンやアクションは

フランス観光産業の復興と変革を目指す「デスティネーション・フランス・プラン」の一環として行

われるものです。 

 

*フレンチフレアとは？ラグビーにおける独特の「フランス式」プレースタイルのことで、スピ

ード、即興性、創造性と大胆さから成る。 

 

 

SHARING FRENCH FLAIR 

キャンペーンパートナー 

 

 

 

 

報道用にご利用いただけるキービジュアルはこちらからダウンロード可能です。 

 

 

プレスコンタクト 

フランス観光開発機構 広報 増田真由美 mayumi.masuda@atout-france.fr 

https://www.dropbox.com/scl/fo/ea1fn21t9e2vw5og2wxmf/h?dl=0&rlkey=636ipwyj3ix4i8tloy4ft9ky3
mailto:mayumi.masuda@atout-france.fr

